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「ウサヒ、とろぉーりトマトの堀農園へ行く」 前編

朝日町とは思えない雪の少ない日が続いた 1 月末

この日ウサヒは、上司のサクマさん（広報担当）と一緒に

粧坂(けわいざか…大谷七の別称)の堀農園さん(代表…堀吉和さん）に来ていました。

▲農園の取材なので、今日は本気の長靴



サクマさん 「ウサヒ取材久しぶり。懐かしい…。何だか新鮮だなー。

おととしの 4 月、良樹くん（20 歳の上司）が来てからウサヒ業務は任せっきりだったからなー」

ウサヒ「任せる…？（っていうか、完全に丸投げだぜ…。まあいいか…）

※（ ）内は心の声です

それで、今日は何の取材でしたっけ」

サクマさん「堀農園さんで手がけたトマトジュースが

今年早々から、東京銀座のおいしい山形プラザに並んでるんだ。

取材を申し込んだら、ぜひウサヒも一緒に言われたんだよ～」

ウサヒ 「おいしい山形プラザと言えば、山形の県内の

選び抜かれた特産品が並ぶセレクトショップじゃん！！すげぇ。

でも、なんでウサヒまで呼ばれたんだろう？」

サクマさん 「たぶん、去年ウサヒもおいしい山形プラザ行ったし

どんな感じとか聞きたいんじゃない？？」



▲昨年いってきたおいしい山形プラザの様子（10 月）

ウサヒ 「なるほどねー。

先輩としていろいろ教えてあげなにゃねー。」

そんな事を話していました。

この時はまだ、あんな周到は準備がされていたなんて知らなかったから・・・

とりあえず、指定されたハウスに到着



▲トマトの収穫期は秋までなので、今はほうれん草を育ててる

しかし誰もいない・・・

誰もいないのをいいことに・・・



ウサヒ 「ムシャムシャ、ほうれん草デリシャス・・・・・・」

▲非公式秘儀「ウサヒティスティング」 （拾い食い）

堀さん 「ちょっと、うちのハウスでなに勝手にテイスティングしてんの？」

ウサヒ 「やべ・・・見つかった！！」



▲ハウスの野菜を勝手に食べるのは絶対だめです。

ウサヒ 「こんにちは、桃色ウサヒです」

堀さん 「堀農園の堀淳子です。あんた噂通りの食い意地ね」

▲さすが、ウサヒを呼んだ人だけあって、その性格は熟知されている

ウサヒ 「さて、今日は堀農園のトマトジュースが



銀座でも売られるってことで取材に来ました」

▲ほうれん草の件をうやむやにした

堀さん 「そうなのよ。銀座にあるおいしい山形プラザで

山形のおすすめ商品を期間限定で置いてもらえる企画があって

うちのトマトジュースを応募したら、審査に合格したの！」

ウサヒ 「すごい！でも期間限定なの？」

堀さん 「1 月から 3 月まで販売して

そこで売り上げがよければレギュラー商品として

通年おいてもらえる可能も出てくるのよ！！」

ウサヒ 「なるほど、つまりウサヒは

そのトマトジュースをみんなに知ってもらって

銀座に足を運んでもらえるよう宣伝すればいいわけだ！

・・・で、そのトマトジュースってのは・・・」



堀さん 「これよ！！！！

▲堀さんちのとろーりとまとジュース登場！！

ウサヒ 「な、思ったよりもでかい！！」

こちらのトマトジュース

「堀さんちのとろーりとまと」は、中玉品種のトマト（カンパリ）だけを

40 個も使った贅沢ジュース。

手作り肥料やミツバチによる受粉、天然水による育成など

こだわり栽培法で育てた無塩トマトジュースなのだそうです。

（天然水はハウスを建てた時たまたま出てきたらしい）



ウサヒ 「すごい・・・でも、こうなってくる気になるのが・・・お値段よね。お高いんでしょ？」

  

堀さん 「1 本 1,000ｍｌ入りで 2,900 円よ」

ウサヒ 「本当に高い！！！」

堀さん 「しかし、昨年しぼったジュースは完売しているのよ！

贅沢な素材で作ったうちの農園でしか手に入らないジュースなんだから！」

ウサヒ 「値段は、質の高さ、そして堀農園だけの希少価値の表れってやつか・・・」

▲堀さんの表情は、無言の肯定をあらわしていた

サクマさん 「（なんだかこの 2 人、ノリが似てるなぁ・・・）」

※（ ）内はサクマさんの心の声です



ウサヒ 「しかし、飲んでみないことには何ともいいがたいなぁ・・・チラ」

▲何かを要求する非公式 PR キャラクター

堀さん 「そうくると思ったわ、もちろんウサヒに飲んでもらう用のジュース用意しているわ

よ。」

ウサヒ 「やったー！！さっそく高級トマトジュース試飲だぜ！！！」

堀さん 「（ニヤリ）」

サクマさん 「なに？！堀さんが笑った・・・」



▲堀さんのこの表情・・・次の瞬間、驚くべきことが起こったのだ！！

謎の声 「ちょっとまったぁっぁぁ！！」

ハウスに響く謎の声

素早く取り下げられるトマトジュース

そして体勢を崩す桃色ウサヒ・・・



謎の声 「僕たち堀家の丹精込めて育てたトマトジュースが

タダで手に入ると思っては大間違いだ！！」

▲突如乱入してきた謎の声の主・・・・

ウサヒ 「・・・・・・誰？」

堀さん 「息子です。」

息子 「息子の天時（あまと）です。」

突如現れた息子の天時くん

息子 「と、いうわけで・・・さっそく始めたいと思います！」

堀さん 「堀農園恒例、ウルトラトマトクーーーーイズ！！」



▲「クイズも無しにジュースが手に入ると思っていたことに逆にびっくり的」なこの表情

ウサヒ 「ウルトラ・・・トマトクイズだと・・・・」

堀さん 「今だ！！スキあり！！」

ウサヒが困惑している間に、背後から忍び寄った堀母・・・

一瞬のスキをつかれウサヒの頭には・・・



ウサヒ 「・・・え、あれ？？？」

▲あまりに一瞬の出来事で、帽子を乗せられたことに気付かなかった

堀さん 「さぁ、こうしている間にも銀座おいしい山形プラザに

ジュースを置いてもらえる時間は刻々と短くなっていくわ、

さっさと始めるわよ！！ウルトラ堀クイズを！！！」



サクマさん 「（さっきとクイズ名が微妙にちがう・・・）」

（ ）内はココロの声

こうして、桃色ウサヒ史上初の、

町民主導型クイズ大会が幕をあけたのだった。

はたして、ウサヒは無事にトマトジュースが飲めるのか？？

（次回へ続く）

■次回予告■

仕組まれた堀親子の罠

高級ジュースを目の前に、欲に目のくらんだピンクのウサギ。

粧坂に吹き荒れる嵐、真剣勝負にまったなし！！



次回、ウルトラ堀クイズの行方は必見！！

ウサヒの出演情報

2 月 16 日（日曜日） 産直和合にウサヒ出演

11 時、13 時 30 分からの 2 回

ジャンケン大会でウサヒマグネット（インターナショナル仕様）プレゼント。

りんごの掘り起し大会もあります。


